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県立橿原考古学研究所附属博物館
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次回展示のお知らせ

特別陳列「鉄道と考古学（仮）」

特別公開「再現 ! 高松塚古墳の漆塗木棺」
２０２３年１２月１６日（土）～２０２４年１月１４日（日）

２０２３年１２月９日（土）～２０２４年１月１４日（日）

羊 形 硯
平城京左京四条四坊九坪

〔奈良文化財研究所蔵〕
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美努岡萬墓誌〈重要文化財〉
生駒市青山台出土

〔東京国立博物館蔵〕
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『古事記』
真福寺本（影印）

〔当研究所蔵〕

（裏） （表）

※11 月 18 日（土）・11 月１９日（日）は、関西文化の日につき入館無料。

■ 最寄り駅：［ 近鉄橿原線 《 畝傍御陵前駅 Unebigoryomae sta.   B41》   下車… 西出口から西へ 徒歩約 5分 ］   ・ ［ 近鉄南大阪線 《 橿原神宮前駅 Kashiharajingu-mae sta.  F42・B42 》  下車…中央出口から北へ 徒歩約15分 ］
■ 休館日：月曜日・10 月 10 日（火）・ただし会期中の祝日は開館　■ 開館時間：午前 9 時から午後５時まで（ただし、入館は午後４時 30 分まで）

THE MUSEUM,ARCHAEOLOGICAL INSTITUTE OF KASHIHARA,NARA PREFECTURE
●〒634-0065  奈良県橿原市畝傍町 50－2  ●TEL(0744)24-1185  ●FAX(0744)24-1355  ●URL http://www.kashikoken.jp/museum/橿原考古学研究所附属博物館県

立
奈
良

観覧料金
個人

20名以上の団体

大　人

800 円
500 円

高校・大学生

450 円
350 円

小・中学生

300 円
250 円

【無料となる場合】 
 奈良県内の小・中・高・特別支援学校生が、通学校の教員の引率で入館する場合の生徒および教員
は無料。身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手帳の所持者及び付き添い１名は無料。
小学生未満・外国人観光客は無料。（※それぞれ証明するものをご提示下さい。）

■ 研究講座
      会場：奈良県立橿原考古学研究所　講堂
              （聴講無料、 事前申込不要、 定員 250 名）

      時間：13：00 ～ 16：30（12：00 開場）

      第 1 回　10 月 15 日（日）
           小田裕樹氏（国立文化財機構奈良文化財研究所主任研究員）

               「律令官人の墓」
           前園実知雄氏（愛媛県埋蔵文化財センター理事長）

               「太安萬侶墓誌からみる奈良時代の葬地」
      第 2 回　10 月 29 日（日）
           重見 泰（橿原考古学研究所指導研究員）

               「太安萬侶墓出土品の再検討」
           東野治之氏（奈良大学名誉教授）

               「墓誌から見た日本古代の死生観」
      第 3 回　11 月 12 日（日）
           日野　宏氏（天理市教育委員会職員）

               「天理市杣之内火葬墓と左大臣 石上麻呂」
           近江俊秀氏（文化庁主任文化財調査官）

               「平城京の宅地」

■ 列品解説
      会場：奈良県立橿原考古学研究所附属博物館
　　　　   特別展示室ほか
　　　　　（聴講無料　ただし入館料が必要です。）
      日時：10 月 21 日（土）、11 月４日（土）、
                  11 月 25 日（土）
                 各日 午前 10 時 30 分 から 11 時 30 分

　昭和54年、奈良県奈良市此瀬町の茶畑にお
いて、『古事記』の編纂者である太安萬侶の
墓が発見されました。銅製墓誌を伴うこの世
紀の発見により、太安萬侶の実在が明らかと
なり、位階や本籍地、卒年も確たるものとし
て認識されるに至ります。そして本年は、養
老７年に卒した太安萬侶の没後 1300 年の節
目にあたります。このことを開催契機とする
本展覧会は、太安萬侶の人物像を考古学的観
点から探るべく、本籍地付近の遺跡をはじめ、
火葬墓や墓誌に焦点をあてた展覧会を開催し
ます。近年の平城京跡出土品のほか、奈良時
代「律令墓制」の先進地であった県内の火葬
墓出土品を通じて、太安萬侶の更なる理解の
きっかけとします。
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後援　読売新聞社・NHK奈良放送局・奈良テレビ放送株式会社


